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北 海 道 内 で は 、 建 物 周 辺 の 吹 き だ ま り が 冬 期 間 の 大 き な 居 住 障

害 と な る 。 し か し 、 現 状 て は 、 建 物 周 辺 の 吹 き た ま り性 状
に 関 す る 設 計 資 料 が 不 十 分

な た め 、 建 物 の 設 計 段 階 で 十 分 に 検 討 さ れ て い な い 。
こ の よ う な こ と か ら 、 本 研 究 て

は 、 模 型 雪 を 用 い た 風 桐 実 験 て 建 物 周 辺 の 吹 き た ま り性 状 を 検 討
し よ う と す る も の で

あ る 。 そ の 第 1段 階 と し て 、 本 報 で は 、 札 幌 市 郊 外 の 花 川 団 地 5階 建 住 棟 配 置 に お け

る 建 物 周 辺 の 吹 き た ま り性 状 の 既 往 の 実 Jl調 査 結 果 と 風 洞 模 型 実 験 結 果
を 対 比 し 、 本

研 究 の 妥 当 性 お よ び 実 験 結 果 の 適 応 範 囲 を 検 討 し た 。

2 研 究 手 法 1)実 験 手 法  実 験 は 、 模 型 雪 に 活 性 自 土 を 用 い 、 北 海 道 工 業 大

学 粉 体 専 用 小 型 風 洞 装 置 で 花 川 団 地 の 冬 期 間 主 風 向 西 北 西 を 想 定 し
、 実 施 し た 。 風 洞

の 運 転 時 間 は 、 後 記 の 測 定 方 法 が 可 能 と な る 1時 間 と し た 。 同 団 地 の 住 棟 配 置 換 型 は

縮 尺 1/500を 想 定 し 、 パ ル サ 材 て 作 製 し た 。 風 洞 内 風 速 は 、 20、 50、 60m/sの 3段 階

で 実 施 し た 。 2)測 定 方 法 と 吹 き だ ま り係 数  建 物 周 辺 の 吹 き た ま り性 状 は 、

モ ア レ カ メ ラ 装 置 で 淵 定 し 、 模 型 の 前 後 に 設 置 し た 地 上 想 定 板 上 の 積 雪 深 (SD8)と 比

較 し た 。 屋 外 で の 実 測 調 査 結 果 と 風 洞 模 型 実 験 結 果 と の 対 比 は 、 式 (1)に 示 す 吹 き

た ま り係 数 の 分 布 て 行 っ た 。

1 は じ め に

4 ま と め

こ こ に 、 SD:吹 き た ま り係 数 、 SDs:吹 き だ ま り (吹 き 払 い )高 、 SD8:周 辺

環 境 の 影 響 が 少 な い 地 点 の 地 上 積 雪 深 を 示 す 。 な お 、花 川 団 地 SD8:100C口 、 風 洞 模

型 実 験 SD8:4ロ ロで あ る 。
3 屋 外 実 渕 調 査 結 果 と 風 洞 模 型 実 験 結 果 と の 対 比
ま り性 状 の 実 濃 調 査 は 、 北 海 道 大 学 低 温 科 学 研 究 所 に よ り 、 昭 和 52年 1月 か ら 2月 に

か け て 実 施 さ れ て い る 。 吹 ふ き の 発 生 は 風 連 の 強 Jgに 大 き く影 響 を 受 け る と さ れ て い

る が 、 同 団 地 近 郊 で 観 測 さ れ た 風 速 と 吹 ぶ き 量 の 関 係 を み る と 、 風 遠 70～ 10■ /S程 度

の 範 囲 で 吹 ふ き 量 が 著 し く多 い 。 同 団 地 に お け る 吹 き た ま り は 、 前 述 の 風 速 で 形 成 さ

れ て い る と 考 え ら れ る 。  こ の よ う な 気 象 条 件 下 で 形 成 さ れ た 同 団 地 の 吹 き だ ま り性

状 〈 2月 23日 の 実 Jl調 査 結 果 )を 風 洞 実 験 で 検 討 す る と 、 風 洞 内 風 速 60日 /Sで 近 似 し

た 吹 き た ま り性 状 を 現 出 す る 。 図 1
に 、 両 者 の 吹 き た ま り性 漱 の 対 比 を 示

す 。 図 の よ う に 、 吹 き た ま り の 最 も 多

い 部 位 (A、 A・ 部 位 )や 吹 き た ま り の 尾
根 の 形 成 位 置 が 近 似 す る 。

本 実 験 結 果 に よ れ

ば 、 自 然 条 件 下 に お け る 風 遠 70～ 10
日/Sで 形 成 さ れ る 吹 き だ ま り性 状 は 、

模 型 雪 を 用 い た 風 洞 実 験 で 近 似 的 に 再

現 が 可 能 で あ る 。 今 後 、 自 然 条 件 下 に

お け る 吹 ぶ き 量 と 風 洞 内 の 吹 ぶ き 量 と

の 対 応 等 を 詳 綱 に 検 討 す る こ と に よ り

建 築 物 の 設 計 段 階 で 冬 期 間 の 居 住 障 害

と な る 建 物 周 辺 の 吹 き だ ま り性 状 の 検

討 が 可 能 と 考 え る 。 な お 、 講 演 て は 、

2、 3の 配 置 形 状 の 吹 き だ ま り性 状 と

建 物 の 設 計 段 階 で 吹 き た ま り を 考 慮 し

た 実 施 例 を 報 告 し て い る 。 _ 時 牛
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